
丹波篠山ブランドロゴマーク決定！

　全国から公募し、500 点を超える応募作品の
中から市民投票を経て「丹波篠山ブランドロゴ
マーク」が決定しました。
　丹波篠山市では市名変更をきっかけとして、
「丹波篠山ブランド」をさらに広く浸透させてい
くためブランド振興に取り組んでいます。
　この「丹波篠山ブランド」を発信していくた
めのツールとして、市内の事業者が「丹波篠山
ブランド」に関連した商品やサービスのＰＲな
どに活用するためのロゴマークです。

ロゴマークの説明

・右側の住居、山々にかかる太陽　　　　　　　❶「美しい町並みと農村景観」

・左部の猪や稲、右下の黒豆　　　　　　　　　❷「農の都、食の聖地」

・下部のデカンショ踊りの笠　　　　　　　　　❸「歴史と文化、芸術」

・上部の山々等　　　　　　　　　　　　　　　❹「命輝く自然環境」

・上部山すそにかかる雲のように見える手　　　❺「丹波篠山人」

　「丹波篠山ブランド戦略」において丹波篠山の魅力的な地域資源を、

以下に示す「５つの宝石」として分類しています。

　今回決定したロゴマークはそれら５つの要素を表現しています。

丹波篠山ブランドの発信のために
積極的にお使いください！

ロゴマークの使用について

　決定したロゴマークはチラシや名刺、商品など、丹波篠山ブランド

を広めようとする皆さんに幅広くご使用いただけます。使用に際して

は、右記二次元コードから詳細についてご確認ください。

問い合わせ　ブランド戦略課　552-0275

詳細については

こちらから

→

→

→

→

→

ロゴマークの表現 ５つの宝石

− 夢の甲子園に向かって −
高校球界の名将・長

な が

澤
さ わ

宏
ひ ろ

行
ゆ き

さんが
篠山産業高等学校の野球部監督に就任

　
高
校
球
界
の
名
将
と
し
て
、
神
村
学

園（
鹿
児
島
県
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春
の
選
抜
準
優
勝
、

創
志
学
園（
岡
山
県
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春
夏
６
回
の
甲

子
園
出
場
に
導
い
た
長
澤
宏
行
さ
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が
、
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月
１
日
付
け
で
、
丹
波
篠
山
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
官
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
４
日
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は
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任
セ
レ
モ
ニ
ー
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わ
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井
市
長
ら
か
ら
、
花
束
や
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ど
を
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呈
。
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篠
山
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球
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監
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す
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決
定

し
ま
し
た
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澤
振
興
官
は
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重
責
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担
っ
た
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と
を
改
め
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。
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果
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出
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と
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し
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、
デ
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ン
シ
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節
の
メ
ロ

デ
ィ
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波
篠
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産
業
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夢
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甲
子
園
で
野
球
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謡

い
、
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場
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か
せ
ま
し
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５
日
に
は
、
篠
山
産
業
高
等
学
校
の
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式
野
球
部
で
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督
と
し
て
の
指
導
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
長
澤
さ
ん
。
練
習
で

は
選
手
全
員
が
円
陣
を
組
み
、
長
澤
監

督
は「
自
分
に
厳
し
く
、
１
球
１
球
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切
に
し
て
い
こ
う
」と
話
し
た
後
、

ノ
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ク
を
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始
。
選
手
た
ち
を
鼓
舞
し

な
が
ら
バ
ッ
ト
を
振
り
ま
し
た
。
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大芋地区通学合宿（9月29日～ 10月1日）

野菜などで作ったクレヨンを寄贈（9月20日）

篠山養護学校中学部ショップ（10月６日）

男女共同参画センター「フィフティ」開設（10月1日）

レスリング全国大会で内
ない

藤
とう

陽
ひな

心
と

さん優勝（9月26日）

城下町などを巡る小型電動バスが運行（10月６日）

丹波篠山スクエアオープン（10月３日）

「兵庫芸術文化センター管弦楽団」丹波篠山公演・市内在住の三原萌さん出演（9月21日）

黒枝豆の販売解禁（10月5日）

　親元を離れた子どもたちが、公民館などで共同生活をしながら
学校に通う通学合宿。大芋地区では泊まれる学校おくも村を合宿
所に、２泊３日の日程で行われました（大芋活性化委員会・丹波
篠山市子どもの居場所づくり推進協議会主催）。合宿には小学１
年から６年生まで18人が参加。PTAをはじめ、自治会、いずみ
会の皆さんなどが合宿生活を見守りました。合宿生活で子どもた
ちは、宿題を教えたり、ゲームをしたりするなど交流を深めると
ともに、生活のルールを守り、助け合うことも学びました。

　世界的な指揮者・佐
さ

渡
ど

裕
ゆたか

さんが率いる「兵庫芸術文化センター管弦楽団」（西宮
市）の丹波篠山公演が田園交響ホールで盛大に行われました。今回の公演には、市
内在住のフルート奏者・三

み

原
はら

萌
もえ

さんも出演し、ブラームス「交響曲第１番」などを
披露しました。小学６年生でフルートを始めた三原さんは、篠山鳳鳴高等学校か
ら東京音楽大学へ進学。卒業後、オーストリアのウィーン国立音楽大学に留学
し、2017年にはフリードリヒ・クーラウ国際フルートコンクールで１位を獲得。
2019年に帰国された後は、同センターの管弦楽団に入団し、活躍されてきました。

　秋の観光シーズンにあわせ、城下町などを巡る小型電
動バス「m

め ぐ り ー ん

eGREEN」の運行が８日から開始されました。
運行は土・日・祝日限定で１日12便。約5.5kmを一巡
します。この日はお披露目式が行われ、ささやまこども
園の園児らが風船を空に放ち、運行を祝いました。

　丹波篠山市男女共
同参画センター「フィ
フティ」が丹波篠山市
民センター内に開設
されました。開設時
間は月曜と祝日、年
末年始を除く９時か
ら17時まで。女性相
談員がDVやさまざ
まなハラスメントに
ついて対応するほか、
セミナーの開催や情
報紙の発行なども予
定しています。

　篠山養護学校中学部の生徒が、授業で制作したハン
ドメイド雑貨などを市役所で販売。自分たちで販売価
格を考え、接客を行いました。指導はハンドメイド作
家の金

かな

崎
さき

美
み

和
わ

さん。今後の出店は下記のとおりです。
11月17日（木）・12月1日（木）12:00~13:00（本庁舎1階）

　富国生命保険相互会社（坂
さか

井
い

洋
よう

介
すけ

神戸支社長）から、子
どもたちに絵を描く楽しさを知ってもらおうと、「おやさ
いクレヨン」が寄贈されました。クレヨンは米ぬかから
できた米油と野菜外葉で作られ、口に入れても安全な素
材でできており、市内の子育て施設に配布されました。

　丹波篠山市の秋の特産品である「丹波篠山黒枝豆」の販売が市内一
斉に解禁されました。今年は適度な雨に恵まれ、さやの数も多く、
平年以上の出来となりました。この日は、泉のほ場で解禁セレモニー
が開催され、市農業生産組合協議会の利

と

根
ね

茂
しげ

樹
き

会長が解禁を宣言。
続いて、黒枝豆の樽開きが行われ、シーズンの到来を祝いました。

　JR篠山口駅の売店跡に「丹波篠
山スクエア」が誕生しました。駅周辺のにぎわい創出
や情報発信の拠点として活用します。出店は日替わり
で、特産品やパンの販売、作品展示などが
予定されています。出店カレンダーは右記
からご覧ください。

　「第39回全国少年少女レスリング選手権大会」で味
間小３年の片

かた

桐
ぎり

大
たい

誠
せい

さんが36㌔級で３位入賞、同３
年の内藤陽心さんが男子24㌔級で優勝しました。片
桐さんは「将来はオリンピックに出たい」内藤さんは
「レスリングで有名になりたい」と目標を語りました。
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